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　金銀鉱脈ザ）分布と水銀元素分散変化との関連性の有無

を舞齢こと：によつて，新た癒探査法を開発しうるかどう

かを求めるための基礎的なデータを得た研究である。3

号脈を中心にして鐸ヵ所覇）タ獄スカットから慧○個の試

料を採取L、，加藤が確立しだ新しい比色迅速分析法によ

って試料を分析駕．．，地質・鉱床の示す状態を蓉慮した結

果，α〉鉱脈から蓉一憩瓢離淑、た部分で最大の水銀含有

量（8．魏・副ωを示し，（の鉱脈から離れるに従つて水

銀含有量は低下覧、，（3〉鷺○撚以遠では，ほ虻一定の奮有

量を示すというSつの傾向を把握し，一一応の剛豹を達し

た．
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　金銀鉱床のある種のもの紅は，微量の水銀元素が母岩

申に分散されてい恐燃とのあ馨例が外麟齢おいて数多く

知嚇父、ている．し．た．がつて，鉱の分散現象を精密分棉篶

よ・って求め敷、ば，そ頑滅農淡が鉱、床からの駆離に応葛て規

則的に変化する傾向を知ることが”できるし，その事実に

立脚すれば，そ濱、を金銀鉱床の搬猷蘇館用できると考え

られる（すでに，ソ連邦において試みられつつある〉。

　謁島・岸本鱒両名は，金銀鉱床の母岩とその周辺の岩

層1肇のガく劃箋元素¢）分布輩農！嚢の変化と鉱床滋鈴巷1関関係を

知るために，ごの種の鉱床としては水銀を伴なうご、とで

古くから知られている鹿児、難県大欝鉱由を選んで，葱郷鞭

年工環以来，ぴ項的に応じて現玄賑周査研兜紹臓罫罫ぐ
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きた。

　筆鴛のう爵　1、嚇がかつて研究を：行なつた大湾鉱由を対

象としげぐ，’細翻采取レた試料か・ず鞍）れた結果を出発，点

とし要さ諮）麺叢髪娼G年の1調査結；築を基磯とLノて，描乏羅彗略

灘，蕩、琴、芦加墜燦に東野お、ll二び／勝1峯が新た轍加つて二大1二．1鉱

1！．1の既舞鍵）金銀謹1床の．、．1二部を中心とする地華疑にみ．られる

水銀元素の分謝濃／、萱を調査もた、鍵1覆年の調査1凱よつて

讐馨味ある瀧．馨が肇｝られ罵の、で，これに引繹蓑き凝矯3遷磐3鱒

には，蕎、饗・加藤に永井・窪木・茅蓑 い井鼎熱・佐々木と

購．奪が力鷺つて，大欝翻誕』1のラ蓄讐摺讐茎釜地ヌ戚について，さ壽，に

桑禽諮1実、、濃二，

　ごの幸掻餐まはジこ浄ぴ）…一縫蓮¢）蓬周譲厳窮習麩のう壱）ン19媒厩露こ

ぞ了なつ疫躍／麟ξ還斐の醤1：究に1翼するもので，　嚢、き、…妻、フと懲　率㌶1陛分

担レて執筆し，加藤は新しい甥、地迅速精密分析法を研鷺

・確立し，化学分析を撞1、轟したものである．

　この研究の鴛ントは，ソ連邦轄おける金属諸光素の分

事歎鰭関する鋼：究の発暑養と，、蒙i審サ）うち燦＞舞と力霧圭藤が碧計た

に本所において共簿1、．て行な鷲）た水銀鉱床鋼辺の水銀元

素の濃度変化の研発，および蕎島が従来から行なつてき

霞　歓叢鍵鋤ξ床の翻t究のそれぞれの糸碁等果などから霧痢，激、たも

のである．

　すなわち，鎌、麟ミノ謝辺ダ）暴｝輩享・二ll二壕箋申にみむ，れ、る藩く擁蔓ヴ義

素の：分矯鴛農撹㎏関壌外るぞ済究は番わが欝、1では艶イト試戦力鉦；

山鷺おいて安達和夫がク雛マトグラツ1雛）を用いで脊な
壱
っ
た
研
ヲ 鐙》と，鐸本・加藤が行ノ蕊つた／l塚蕃鉱1鰯撒おける

碧華Lい圭：紅色分盛葬濯藩こ1よる聯1二究襲）があるがシしかしソ玉蓮郵‘

においては，すで輻理、論的ならびに応灘的研醗が行なわ

れ，その研究範麟のノ盗誌と内容の深さは世界陶にも注欝

さるべき段階轍3業して薯し・い発機を薄疑．ている。最逝1の

代表的な論文として1志　サ！ン灘フ（A．A。講慕騨く総）の1馳

化学的な1括3）と灘ノレジン慌キー一一ぐ煮．鳳K鱒｝羅磁煮葦《鑛め

の群1愚魔難果・に1灘瑠嚇る1まとめ蓮）などを、墓華縫にし．たクラ．裟瓢

ゴフ偉猟恥鐙灘《○鷺）の織難驚素の分散に関す懲理

灘糞豹・1嚢鶏熱3な…鷺縛乍蚤）をあ1ず薩窺難劉ならなヤ、継そのほ薄》

にみ　璽X）篇に余る金横潔素の分散に篠1劉る諸研究が発1表

さ津もてい　、藻f翼らは，その中で蓬，の窺ノレシニ乱灘ツス、カヤ

（0蕊魏蝉総鑓繍）鐘3〉雰ギンズニカレ奴鐙蓬．r麟磯）準，

ビノグラー一ドフ（A・蓑・暮騒鷺（》欝欝縫戴｛懲）鋤鉾靖、ゼ雛一ノく（蕪、

A・（）総幹灘轡，とそ1、、て繭述跨クラス慧雛ツ争とくに

第蓋灘　、ソ潜頭鉱体探査研究会議鱒の内容に注li1した。

　℃・かしなが羨）穿これ転）の研號が鮮主として登セルゲー

エフとステメーノフ（鷺ん（語欝鐙総蕪貰．A、q融懸1欝聾轡）

の　成した碧紙分光分；1野温によつて憂墾速に｝響有微量水錨絃）

　蕪鎚）　ク騨マト　　費フに、よる難法では，嚢斐1求きオ’芝，た騨茅

　　　　／箋1～二窯聾－認ぐは際く搬醍デ｝て亭．誉）で〕た、，

糞蓋置彗う

定薫無才学なうことを基芋1楚にLてい茎，）．　裏、かし，ごの方享搬

に関する文献が入単できないので，われわれは新しい方

法…一簡易・迅速しかも憩弓鰭窪で確実に定　　∫能な

方泌一　の箏礁麓必要蝦三を痛感L，，セもつば装　鞍鑑の一一入

加藤がその研究を分／！、王して完／戎した襲㌧

　水銀鉱床に関する母撃鍬）水銀元素の分布擁度と鉱床

との関係が，鮒欠明らかにされぜ）つあるのに較べて，わ

めi彗欝は夕水戯箋を醤圭なう芋嘗需慧帽三のf多いと碧、わ才しる福縫蚕鍵叢広

沫については，これらの関係が全く未知であつた。、した

がつて，この研究の対象地としては，金銀鉱物に水銀鉱

多物が明らかにき1三している鉱床で澄静，そのうx

を申心にLノぐク舞スカットが多いこと，また，掘進坑遜

が多くのレベル轍わたつている姫となどが、　、まれた、こ

れらの薮件寿婁みて，大ll二1鉱1．鞠が研究地として最魂）一適　1

てき澄）ると率購莚響さ津Lノと輩

繋．地　　質

　大1二1鉱出付近の1地質および鉱床に関する研究は，孟戴後

にネδレ・vぐはきi§叙猛碁馨護寿、ら111婿罵燕文））夢二無プ率灘三業蔑欝），筆鐸罎

鐙亮謙、きよび大津秀夫獅，松隈講，1、鷺勤および高島善轡）など

によ〆）甲ぐζ鏑なオニ）オ～ノご，

　これらの研究を総括すると，大麺鉱1、1．．1の地質について

／激漁　／鍬ゾ”ト葦ミ龍の、ような簾野ぎ1翼二づ》力蕊薄禽さ津Lてレ・る（ヌ第蓋1蓑1）。，
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粥
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⑤　火i、1．1灰（シラス），捧積層

α）　宅奨素叢鱒

＼湾く　鋳・　蕉

　’驚　（妻）　蕪護鼓鍾輝1隆丁轡ず有1醐畢挙駒箋巽薫畢懸1峯ず・葦襲坐∬ 購灘1
　猶ン

　　　②　 峯尋長ず晦潅文撃｝ネ3蝦よ柑び難賛舞熱睾1難1

　紀　、副・　蓬）　潔　輝罫欝璽1三 1簸を‡δ、よゴ〔∫諜謝疏）、職翼ξ撃三縷藪

　こ壽も　の 講渥蜂畢デ¢）雛三要な’雛蟹漁欠のと爵雛勢騨び凌）る。

　窯．蓋　　複憲軍署安山岩ぷ雛よびその変質、纐

　二額1二1鎌馨、i．1一悸轡ア）墾曇難を零霧菊気づ→る撃事繁賞讐婁鋭舗衆ぴ沈大膏難タン

を胚胎するもグ）で澄）る。

　肉眼的には翠灘、色ないし緑繋、色の緻密な微晶鷺の楚難

で，斜騰 轡．1戸斜および斜方欝置が斑晶として多数包有

さ才ギーぐレ、る、ン

　1蒙ぎ蓬遜は愛蜜1蓄ド｝でノt敵ぎ歌蟻欝鰻豊t翌《3繍x蟹鷺鷺を湾糞博皿拳

　戴i論としノて1歳，麺蔓撫｝）段寒’i飛蒙ゴ髄燐蔭薄蘇輝￥巽邑軸一普1通）輝ぞぎグ）

／まカ、にご身　鋭）イ滋翻ξ鍛広・類拳鰹ミ畢ず力三ンネらオて、る瀞

　この余誌長澤丁は繋繍／く熟“雪ず乍考彗財）叢塾として糸轟婁裳ゴ羅とな

摯タまたジ蒼嚢蕪灘二とともに糸議桑尼華ずに憂わつている音i玉分があ

る。この理象は鉱脈付近でとく／こ薯しい．灘／l類はいずれ

も緑泥蒼に変わ！），本媛が淡緑色ないし、暗緑色を示すい

塁一護7≦購）



鷹児島県大にi鉱山蚤窯銀鉱脈脚．磁にお妙る水銀元ミの分布について（趨ll，購・岸本文勇・加藤甲壬〉

わゆる変質岩の色グ）原謹となつている．し．かし，凱の緑

1尼禦ずイヒぞ乍弄欝は必弓虚L．も鋤扉雛質華9麺撮鋸蜜轟勺に醤豊なわ叡，るも

のとは限嘱ず，姦簾猟から蘇雛潔、た謝を分でも広くみられる。

　本藩類には，熔旛質のものと凝灰岩嚢のものとがあ

り，澗爵は累l　lをなし，とくに後煮は北部／鷺向かつて発

達す尉頃向がみられる、、レたがつて，鉱床周辺の原秀は

。ノ熔祁ランが1欝肇1…帯ある。たダし欝翻簾内3号簿蓬の購櫛糧に譲塾く

みられる角欝鐵変質岩は角礫凝灰趨が璽鉄鉱の翻灘を受

け，1康化作溺を蒙ったものである．したがつて，大麟鉱

1．li3羨衝潅蕪を中’藤とし蝸ぐ変涯ξ作葦孫漆遡魚く、泓霞藷オ彫鳥のは争1熱

水作用の規模が大きかったか，あるいは，上部／紳雛的

役割を果したギ／葵存噛i技．，．たかを暗示するものである。

　欝．窯　斜叢磯紋愚および鞍顯岩類

　前蓋己グ）詣宴騰ま屡ギ安軍凄渥黍嚢を1欝いて琶．箋出・演銭糞した、癖鷲寿纐翼

は多1大1π繊虫山ギ寸近では爵　3号／脈剛ヒ密葺塗騰講鞠L酵翻1およζメ

南東方地区に分布する。

　縛蒐藩斎は，／天欝融、ないし事謁え獲色な．マ・し羅膏石疋穏．の毯鱗灘麟鱗《

質の；岩ジ蕎で，流状構造を1拳し，少量の羅蕾雲灘挿角1樽畢ギと

きわめて少歎の紫蘇輝石を痒なつている、、翻齢，本燐は

騰部的梅瞭灰色ハリ質で，球麟構㎏一1なすことが多く，

葦蕪1、海の倖ぎ蹄罵プアや責演嚢山／癒i×1にそオLが蕎忍めらオ唱慕る砧

　プ黛口鑓1山の撫宇申塗1二で寸薫灘こはシ斜長済講文器ヅ聯撃斎潜淳乳）脚ヒ餐宏

に真珠撃，の分布が認められ懸、、これは，一見，霧灰色の

緻蟹な紫髭蘇）輝．石安蟹跨，に類似するけれども，肉縫鞠灼には

、ハリ質の破灘を有し，鏡下で．艶れば，ガラ険質際纂ゆ1画

なり，その中にf譲t状αy薄畿／康総と少髪の織1窯羅動

（撒羅驚1圭繍）　が認められるものであ嶺．

　一ヒ記の覇擬は瀞捧劉翼係を示し，　無轡脈付近で韓i変質が

強く，その主たるものは粘土化，絹雲母化，および灘，長

藩君ヒの霧春聾羅暇である章

　窯．寒　禽普通輝贋・角闘贋・紫蘇輝署繋麟岩類

　i写．，美熊山・鳶ノ巣1、鞍などの山頂部を占め，前述の諸旛類

を覆つて灘流しているのが本岩で・あ馨．

　1惣眼的に隷寒，暗灰ないレ室炎灰’盤、の講粟纏試蔚籔基偏感｝．蓑の

蘇嶽鵬（牽圭長畢f・ブ曝灘雀f・遜罫石麹◎からなるもの雅鳶3影簿鷺下

では1，石・基は簸y雛縫露簸t総無織鱗舞を示し，斜長そ翼よ

A黛蒔臣畿である．

　　変質ゴ乍月駁誰，ほとんど蒙つドぐいなミィ’無

羅．鉱　　床

　鉱床は，慧識に述べた複輝蕎安1．麟、1および同変麟類

1夢鱒鑓灘槍さ渋、る暴か充離熱。水蟹轟愈，、戴銀藩fi英識贋で，メ蔽向藝

菊解鍵欝を示す靴闇派から嚢号脈に至る§条のほダ平

行する脈と，走陶N憩㌦舞Wに走る3条の南北鐡とか郷

なノ》甲ぐマ、る群

　鎌ぴ脈の秀疑嚢莫は三養郵／蕪が鳶業ヅ還で評翼蕊1韓延長で工華駅x〉灘潔ヌ

．、1二，鐸蟹醤延長24（〉鼎謬ヌ．．無に1達しているが，ついで肇　鼠号

脈が大謙く走向延長雛○撚以上，傾斜延長欝（）驚以上に

及んでいる（第擁鶉）．

　鉱床の露頭は，　影灘脈を除いては，いずれも劣勢で，

大顯；1分灘変質，警を緋盛なう鑑懸け夢あるいは，馨緯二1二1弗げ、曇ナか

らなり，したがつて，叢，抹鑛）畿とんどが半橘轟纂鉱床であ

る。ゆ罵に，ごれ、歎i）さ〉に扁醤難鉱置禾が／ミ裁存するかどう

かを捲…iする方法として，1藤1な繋燐羅素融分散状婁鷺を

強1孫こと力畿必絃要とな〆コ）てい嶺“

　鉱脈は，縞状，角礫状，網状，輪状等の婁様編・至造を

噂禽し》ぐレ・《綬、

　これら融うちで，轟讐状季際造を｝鑑する㎝奮がもつ柔も、多

く貰そ（乃ような鉱崩隻では影畢で；英卿酢llこ粟、魚、あるい灘嘆縫畿

の硫化物奮主鉱二する縞状部がみられる、、黒色部は5．1藏鉛

鉱・プぎ鉛鉱・黄鉄鉱を主とする、蟄色茎敬粒の硫化鋤；物中に

麟然　ぴ銀鉱物を共孟翻するもα）て誓舞る』鐘磁硫化物を舷

と1博礁る灘玉発ダではヲ養幾萄態紘が比ll毅的多く欝寮れてい鵜．

　鉱聡が鶏1然金を主要な鉱石戴1物とし，逓常，鍵　1の輝

銀鉱・黄鋼鉱・黄鉄鉱・閃難鉛鉱・．樋糠籍輝安鉱・辰

砂などをその随伴鉱物としてレ・ることは，すでに報窪　輸

薄もて㌢・蟻蕉ころて欝ある隻蔭）“

　脈石は主としズ石英で，少量め方解石・氷長石・勘ン

ニ1鍵ハ黛ン石などが捧ぞれに伴なわれぐい燕“

　牽毒終は，撃し白養豊肇挙騰／天色肇ガラ、ス肇ξ隼喉嚢明）ものが誌三

で．一般に，方解石や摺険月機ないしザラメ状グ瑳1獲が・優

勢とな愚時には’金霞1位が低くなる傾晦を示亙、，氷長石

と灘ンモジ鐸ン矛fオ　ノく1簸｛半拶嚇る騰祷こは擁蘇ぎ霊が1、線くな

る傾向をもつズい恐．

　水銀鉱物は，現在のところ，縫砂のみ確認され，しか

も3薄鰹馨、L趨難拭タト紅は発簾L姦津〆もていない乾　レかし、，

は婁号脈以外の鉱脈麺も微歎に含まれている可能維三があ

　署

　　・シ琴ノ派にお1．津る置饗イ少は雲轟伏撰難を蚕鑑す嘘蕎鍵羅ぎの詳駈の

擦慧拶縞（！鞭鉛鉱・方鉛鉱・黄鉄鉱磯然金・銀鉱物〉

飛叢．繭色の辮醇（葺鞍蘇灘療歎が動ヒ1絞的に多い麟暮〉を拶7る1噺続した

　ビリと乱ーて聾または勝難沙の糸鶴繊．凝藩難の毒嬬穏ツt霧蓑とLズ4溌

　叢が藻湖した、現在は，乱瞬淘し，肉眼的に辰砂を認める

　ことは羅1灘嚢であ蕎、

　　鉱脈の状批は，　！号脈の走海が醤蕪ボ慧，傾斜が馨創N

で，これに対U，驚導脈以下姻）鉱卿鐙は少しず、）そ鐙走向

　を北に変えるとともに，傾斜を増す。すなわち，7号脈，

　韓爆薄蓬爵　襲塔！派では業無向蒼誌（｝岬蕊輪鷺，／頃余書叡）脚繊）。＄訟

な！），L．かも鉱床¢）位罎が南露方に少しずっ転位レてい

戴一…σ§参）



巽ll　墨ぎ匙爾　灘三穆？　薦

る。

　1菊北鏑iは，走向藩磯鋭～擶穿擬線穿75。錨を示す鉱！脈で，　i

号脈をほとんど瀬角に切つている、，

　慧一写轡授はラ謹1義醐醤6（ジ鷺穿穆嫁導厳ア茸　お，、よび業輪向N7（／。

鷺，傾斜7（1－8ぎNの慧系統ヂ）裂かをザ瞬した鉱脈から

な！）皇1後満は譲滋黛贔猿1が良い，、

　驚婁1脈，4一鞍脈を中心・とする中央部の鉦謬最鮮は，N暮（1。

鷺方海を・発達動る三駿質嚢帯に関臓輿ツと思われ　　，すな

わち多ほずN3（）欝鷺およ甲びNぐ3（）。£の2簿嵩彰§のプ瀕菱弓をもイ）

鉱脈が，蓮鎖伏ないしジグザニ濾擾なして／註1催技てい

る。

　3弩一／派，　4屡碧脈（翼3（デ鷺（7〉ブy）イ・お癒の角養樂奏灘梁隆1は

靖慧轡1では5（）細叡デ蒼！鷹，1簿轡／では∠懸御7“。Sにそオ℃ぞ薄嘔．催1

斜レ登下部に向かつて拡がつてい端、この下部の状況に

ついては南音翼のもぎ）は！舞らカでないが，じiヒ翻／ではこの角

礫凝灰潜は嚇層によつて撫ξ複輝聯安山石と接レてい

る論東部の鉱脈は，鉱の北側の境界！嚢1と3ひ鵡ゲで交わ

る　 緩拳夏輝蒸ゴ安ヨ．1．L騰饗涯のi裂かおよ鍛婁乏菟界駕のもグ）に華陶埋犬

に峯達美叢してレ・る。

　3・馨溜概寸3猛の震欝勲瞭警i3では声鍛却派は，凝く・化蕪薪絹にイ　薦つ

で選択的に角礫凝灰濃に洋用した選、監1化作用によ茅康化帯

を申心とし、，その周辺に分布する変質複輝石安山岩との

境界部付逝｝に発違している．

　骸爵脈盤満父後の欝芋壕はラニ大藻郁ランカ羅i三鱒び嚢！で爵ゾつてラ乏欠く〉

系統のものが多い。

　　（宝）　N学（》『邸，≦論へs

　　（壼1）載W，80（｝S

　　（藍量翌）　N蚕）恕淑）。露多8（）’s

　ごのうち努　もつとも夫胤桑鼓グ）；大きい簿予腰は勇　3李碧猟と？

養雛振との閥にあ一：》て，蕪7（）箒～v酬聡、母，叡）～85雛難タ㌢套　：

κlo岬6（）室簑のも騨）“艶凌）る。

鑑　水鍍梵糞櫛分布

　ジ衣叢襲鍾齢末を1蓬舞台づ皿る筆暴岩申に慨テ婁敦㍊ている71く叢蔓の慨ン墳ぎ

濃度を測定する場繊の二分析率1度は，経験からみて，鎗縮

鷺5台のi数廓褻でも一葦撚磯“交力な醗誓．果が1得ら才しるカ＆，、金叢鍵勲鋤蒙

を胚胎する母岩，あるいは，・その 授郭の土壌中グ）微薫水

喪艮に《）いては，その藍、藷海喰戴がきわめて｛底㌧・こ二とか硝，一・

考鰹劃i篶を了蟻鍵）なけオザし／ズならない沿　こダ）謹濁獺ジ必・要藍な薯籏／斐

は欝㎜／〆璽（鴻鱒，零）であつた。

　この熱駒に合致す燈方法は，勲藤が新た／こ研究L．た方

1去嚢）であ！），こ爵鮎によつて勢薫奪棚》糞誓郵違、についての掻支喬響

舞聾な響難藻の…・つ1壌葵鱗汐嵩噂嘱ることが叉灘、妃。、

　この碧ね一斗・比瓢圃析法韓1，現在も醗続き行なオれてい

（鑓鱒巻　第u馨iD

るが多　ノ捧識愈大口鉱1運、曙ぎ2区4）4鼻笈，　5が眞ヲ　導ま詫の多響レ

のミノレの窮£二直篇残と，　もよりの3号耀醗絹から麓｝ら才Lたデ㌧一

タ可ン．）いて報奈、1すぞ、、

　毒、豊　分析法

　　・析法は≧欠のとお1）である。

　細粉化した試料！墓をビーヵ～（縷ζ淑）茎罵）にはか

！）とi）撫k猶罵を加えて，ま時聞以上放置したのち砂

浴．1騰徐熱分解し，液面が皮模状を呈したときに加熱を

や厚て，1水欝難／を加える。これを銘色艦　こ獄過し，熱

水で3回洗1争する．ついで，寒二舜夜にク瓢ンノ酸ナト！穿ウム

溶液（4（現5）2螢」とメチルオレンジ！滴を加え，アンモ

ニヤ水を用レ・て中和する、、〆ぎに，酢翼駿ナト登ウム緩種奪

液（ら○驚，茎）董灘〉2笠廊，聡D評欝A溶液（蓉傷）慧灘三，酸

性亜硫酸ナト茎1ウム溶液（水酸化ナトゾウム5駕溶液に

璽1硫酸ガ、スを飽和させたもの）1搬」を順1欠に加えてふり

まぜにのち，ジ磨ゾンα雛藏化炭素溶液（〔）．（）（〉05タ5）（）．25

燃9を加えて，3分闇激し，く振とナし，H慧隔をジチゾン

錯塩とL、て臨塩化炭棄相に抽出記、，1職な．操作をした標

準溶液と比色いぐ定量する．

　このソプ1箋は，霧韓弓として，野1外1講濃蚤に轟豊糸吉し泄ぐ萎見置癒で

行な、うもので，その処奨要誤は，試料個数工入蕊醸鍵鰻

／綴膨を標準とし，検廷響麹斐の限、界は．最低麺鱒駕質葱で麦）

る．、なおヲタン翁董馨寿善欝は／0傭i圭1墾）3暮円1笥後であるm

　農．慧　試料採取の方式

　試料採取は，新3糊筏，申央3号脈，旧3号脈に向け

て掘遜された・茎坑，暮坑，6坑ギニ糊）拠窟スカツトの坑壁

を対象として行癒い，採取間隔は，鉱脈か軽鶏～暮（》瓢の

間では2－5拠ごとに，蓉（）凱以上では麺憩ごとにおい

た。

　試料採取の方法は榊至煎灘畷／h罵で，採取位置¢）高

さは，艦縫ljごして葺薬葺曳薩巽（常博こ繕重…入が彗葺、、看）の1饗のi葛

さとし，蓬梁翼無峯曵は！窒試津聡こつマ・て3（）（）暮葎藤受を謎董、準とし

た、この場1．墓，坑壁に汚れがあるので，あらかむめその

？滲オL蹴覇瀬徐いて方達脾試料・の妻采男演に幽げ）ア患（鐸萎2シ　3フ　婆

の歪響図、寧“照）、、　な、お，1試料袋には糸氏…財峯蒋簑ゴ菱嚢1にした｛き

のをノ羽マ・た。，

　墨蒸　水銀勤繁鐙奮宥贔位

　第碁炎の含有水銀分析表で明らかなように，！憩個の

試料のう寄ジ響，厳闘の水銀贔位は8．毎蟷（幾（）OO縄駕）

であつた。　こ才し鍵の品奏勉と至試餐／櫃1数篇の関貸懲を第5図に

示す（次の報告〔その2〕における分布ヒストグラム参

照）．　この第難灘の実線で示された各品位矧／個数も，ま

た破線で示された（1．謬が墓ごとの総計個数も，いずれ棄、

2．○メ礁傷○×鉛尋駕慧鋤以上の含有水銀晶位の部分は

きわめて鮮明な異常値として取雛扱うことのできるもの

ξy 一（80（｝）



膨驚騰県大購鉱1趣金銀鉱脈周趨にお／津る水鍵元素の分奮について（葛織溝好・醤本文欝・加藤甲壬）
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鱗塾雲　1灘　　　暮　顔1　講鎮　1誠　料　塗寮　i鰹　 ｛窟　譲

であ参，地化学探査上意義のあるものということを示し

ている、これはまた，各坑道・各鉱脈における各贔位分

布図からみても明臼である。

　．騰己の分析結果を基として，鉱脈の分布，試料採取位

置などをみ鵜と，水銀品位の変化1こは幾つかのタイプが

避義桑〉勲！る，

　（呈）第工型・一…試料を採取したク濃スカットが，鉱

脈に対して蕪○一事）ゲの方向をと夢，しかも分岐脈その億

の小鉱脈の存在／、，ないために，単純な藻位変化を示し．て

いると、懲、われるもの（例雲新3号／拶象s坑準，旧慕号1派暮

漸鑓韓塾郷暑ジ罪勢振導鱗鷹鯵〉9

　（灘）　第繋型　一試料を採取した弟駕スカットと鉱脈

7 一（歌／η
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との交角が蕊～猟）論で凄）るが，そ疑）ク灘スカット申に小

鉱脈が多く分布しているため韓，複雑な晶位変化を示し

ていると思われるもの（例＝矯3号脈4坑垂1蓮，中央慧号

脈4坑準）磯

　（滋）　第31型・一rク馨窯スカットが鉱脈紀対して慧ゲ前

後の方i掬をなす坑道で，鉱脈に平行に近く試料を擦取し

たために，贔位変化の特徴が余！｝現われていないと思わ

れるものぐ例耀簿号脈4坑準）．

　ごれらの蕪位変化（該当の各図で実線により示されて

いる）から3伽ごとに平均値を算術的に求めてみると，

それぞれ破線で示すよう蹴変化がみられる（第6，7，

8，嚢，憩，蓋薗図参照）．　これによると，繭述の第膨型

の新3馨藩糞4坑準と，第露型のうち，分析値の揃つてい

ないうらみのある申央3号脈雌坑準を除けば，すべて主

婆鉱脈から3（）熱康での部分が蔦い平均品位を紫すこ壺が

オつ力斎る。

　っぎに，能率のよい測点間隔を考えるために，鉱脈か

らの距離を蟹）慧，紛鐙，爆）類ごとにそれぞれ黒ド均した揚

合，3（臆ごとに平均したものが変化を特1微づけるのに適

した表示となつている。しかレ，水銀分散の状況を蕉確

に知るためには，この澗隔を縮少するほど正確になる．

裟た，なるべく広範翻にわたつて試料を擦敢するほど，

地化学的な解析は正確になつてくる．隈られた期間に行

薯一K獄捻〉
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測点間隔を3｛）撒以内にする必要を教えている．そこで，

筆者らは濤○糠×驚騰の問隔を採購葺することとした．

　主鉱脈からの距離と分析贔位との関係については，上

記の第窯型，第3型の揚禽には，そ鈴条件に適した補正

が必要であ導。たとえば，主鉱脈（導点）からの雛離別

にその塞ま投影レた第鴛図は，距離と贔位変化の関係を

特律文づけるほど鮮明には表現されて》・ない．この揚合，

特徴が鮮明でないのは，同図が第鷺型，第3型（第業型
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一～，薄

第鷺麟　薮職鱗勲鳶o灘か擢羅離鰭蔽し♂壌薇嬬編鯛l／麟姻

するとともに，分岐脈と分岐脈の申間位置にある試料は

鉱脈からもつとも遠い位置にあるものとして再投影レた

ところ艶第捻図の、款うに嚢ガく療蔓晶｛立の変イ蕪は／コヒ球襲的に明

1撫な傾向（ぞ波糸県で三表灘℃を示Lた，、

ついては藷鑓3簿織羅爆坑鷲叢（欝響慕図〉弊　li三募き零薄喪器ザ貢鷲窯

（鐸募繕鶉）餐碧？3一弩藩§貰坑準（第§図）および購欝号／脈銭

坑準（第璃灘）などでみられる．いずれも変質複輝石安

1嵯無珪化脅礫凝灰岩巌）閥の関係であるが，いずれに

欝一一（難暮わ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤質調萱祈ノ／潮萱

、靴）ても，母燐に。疑遷江、い特徴は認められ翻、〈萄たy

し，一般的には，諸嫁継諏撃鐸糠蓼孔逆麺壕翼、総で緯，水

銀7繍鉛分散を受u島、勢さに差があるはずである．，そず之

とは，水銀鉱床都醒、のが主昂〆ズ多混、質肇石や破砕さ

薄彫た寿　費をギ翠霧としてマ・るこ』と力鳥ら鰯姥秀に翌饗薙1継ぐきる繕ヨ

題である。それにもか》わらず，大1陶禽の驚質複輝石

蜘畦｝と珪化、角礫凝灰岩のキ纏び）栂隔翻，水銀分散状況

の逡繋とな〆γぐ磯む孝麺Ψぐいなヤ・、、これ，は，享轡寿の￥絹翼、餐な

どの揖黙藻力暴㌧もン配　）さ才もる葦　　舗＆あ一）たと1、』ぐも，　蓬濱疑支

脈グ靖雛三，小裂か翻勧ど鋒、躍隠離、て，消、多載．たこ二

とによると灘え絹隆．灘訪

　　　　　　　　　　　　　　　　　難　結　　書

　　以｝／、ゴ嚇．果，第磯！が大疇如懸≧鎌鉱床に伴なわオ・して

いる水銀、分散のもーとも典型的爵例でまヲり，第工璽以外

鋤鎗軽），第董。2図に不麟箋、る3つの傾向が認鰹蹄・し

る．

　　この鉱脈からの距離と水銀分敵ぴ）、ご化との騨融，新

しい比色分析法を適用する地化学傑1盗が今後の金銀鉱床

探査の一つの方法とし、て吟味する必要性を蓬）ってきたこ

とを教えている，、

　　すなわ爵擁　今藩麦，　観菊篶いて養驚めるべ・き坐、のとし．瞬ぐ，

　　（葱）既知鉱体グ題 1濾識部“）二腰戯毒謬のよ1震水銀

壽撒してい謹）か，とく！浦号脈の麟ぼ／・よ，どの、嫡

麺現われるか、，

　　（2）3号脈以外の，とくに，甥脈，南北鑛，7，呂，

蓼の各鉱脈に一　・て，坑内潟よびその地表部では．水銀

の分散はどのよ喫羅現われるか、、

　　（3）大賊ぬ．1似外の辰碗糠だ発兇され、たく二1ゴ）ない

金葺鑑床において蓬，，母景沖の水鋸購交の状況が大欝．．臓

山の重諭と醐じに琳われ、灘かどうか．

などの問題であ・髪襲。、

将来，醐麹．妹の他び）例（鹿、児藤蔀疹野磯縛二県蛭

子館輔北溝．豊八＋二1：“棚脅など）にお㌔・・て整、，ぎ坊法

が瀬用されるならば’，今後，この種の賦銀の濃、頁鉱床を

探査す属記際いぐ，、馳化響鵬鱗の欝㌦、一す鰹渤蟹に

な讐・であろう、。　　　　　（糊ll．鶴薙1璃縞）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　獣

　　衿　和達和夫㍑オく銀鉱床の探鉱泌（蕊），鉱／，楽研究羅、会

　　　　　報，輪．28，／．蜥

　　の　爆本文男・加藤嚢1ヨ籏；北海遺中興鉱1．tlにお頓）水

　　　　　銀鉱床の産状と地イ1一’資樂査の試み，鍵、質調、螢、所月

　　　　　例報欝会報告，露磁、年学．／『／，！鰯．

　　3）　く熱y蕪鶏　A・A誘r融縫撚繋嚢舞y擁，A翠（xx》，
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欝懲覆（鵬x郷A今欝難欝総蟹脚鴛y葺）磯羅

描蹴M績㈱糠む撚峯盤，鞭oん鞠幽誠鍵騨麗煮・

N（）．3，1蓋鰍）

（）聯泰照，銭A灘耀鱒3｝鯉離○雛懸猟難翼○

轡華ま痴丁総獺響璽夏膿縣偲職灘く蜷難蓋く鱒慰x

欝脚購鷺ム，r鰍潜y灘M紺o茎）む脇N薦ヲ
烹螂（岸本文男訳1地！農覇査所、鍔報，輸』塗2，

輪窃蒋，購i）

ぐ殉騨撃く，魏rい総騨鰐○灘嶽灘醗幟継
茎題麟PT興，r蕪Ox蕪蹴，N。・3，1鮪8（プ鉢

文 携1む地質調査所ヌ『／報，vo1．1i，N｛）瀞，欝60）

（〕嬢鐙撚，鉱A護薫菰A・e騰驚灘偲1赫鰐（）メ嵐戴嬢

姫灘ぐ獅Al辮鋤慕護議A膿置醗丁菰AA（憾・撒や叢・欝礁鰭

工脚輻妙裏γ騰，レ瓢懲鷹磯鵬o無茎・鮒丁籔艦鴛

菱聯頃蓬雛y蒐蓋一丁鐡墨罫縫蜘欝蓋鰯

li体敬：鹿獲、建、際湘二1鋤1．瞬近の嶽署地質’鋸1指

研究，；ず石鎌憐勿鉱／．尋、糞・・読1，VoL35，－N甑雀，ig鑓

構、井二1ε民1来発畿

“吉蕪F、　無大津秀。夫翼鹿児、鶴県大口鉱1、！i金鉱床地

／
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糊嫌轡・踏ノ箋調、燕鼓醐報論L2舗・鄭・9瓢

撫」寿紀1大肖鉱山産金銀鉱￥三デの研究，九州鉱山

学会ぎ1、葵，V麟．漁，N爺．4，欝覆

鹿饗、翻紺烈誌鉱11．1金銀鉱脈周辺におけ難〉水銀元素

　　　　　　　　（その紛は地質調査所、月報，V（）i．欝，

議鰯に掲載．




